
地方移住を促進する ICT 環境等の推進を求める意見書  

 

政 府 が 昨 年 行 っ た「 東 京 在 住 者 の 今 後 の 移 住 に 関 す る 意 識 調 査 」に よ

る と 、 地 方 へ の 定 住 願 望 は 上 昇 し て お り 、 東 京 在 住 者 の 40.7％ が 地 方

へ の 移 住 を「 検 討 し て い る 」ま た は「 今 後 検 討 し た い 」と 回 答 し て い る 。  

一 方 、移 住 に お い て 最 も 不 安 視 さ れ る の が 、ど の よ う に 生 計 を 立 て て

い く か だ と 思 わ れ る 。  

「 ま ち・ひ と・し ご と 創 生 総 合 戦 略 」で は「 地 方 へ の 人 の 流 れ を つ く

る 」と 掲 げ ら れ て い る が 、地 方 に い て も 大 都 市 と 同 様 に 働 き 、学 び 、安

心 し て 暮 ら せ る 環 境 づ く り に お い て Ｉ Ｃ Ｔ（ 情 報 通 信 技 術 ）の 利 活 用 が

不 可 欠 で あ る 。  

そ こ で 、企 業 や 雇 用 の 地 方 へ の 流 れ を 促 進 し 地 方 創 生 を 実 現 す る た め 、

ど こ に い て も 従 来 と 変 わ ら ず に 仕 事 が で き る 環 境 整 備 が 必 要 に な る 。  

よ っ て 、 以 下 の 事 項 に つ い て 要 望 す る 。  

 

記  

 

１ ．Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 の 充 実 に は 、高 速 情 報 通 信 回 線 網 の 整 備 が 不 可 欠 で あ る

こ と か ら 、活 用 可 能 な 補 助 金 や 交 付 金 を 拡 充 し 、高 速 情 報 通 信 回 線 網

に お け る 環 境 の 整 備 促 進 を 図 る こ と 。  
 

２ ．平 成 ２ ７ 年 度 か ら ス タ ー ト し た テ レ ワ ー ク 関 連 の 税 制 優 遇 措 置 の 周

知 徹 底 を 図 る と と も に 、制 度 を 一 層 充 実 さ せ 、拠 点 整 備 や 雇 用 促 進 に

つ な が る 施 策 を 行 う こ と 。  
 

３ ．４ ０ 歳 か ら の 移 住 就 職 希 望 者 を 支 援 す る 制 度 で あ る「 シ ニ ア 等 の ポ

ジ テ ィ ブ セ カ ン ド キ ャ リ ア 推 進 事 業 」 を 積 極 的 に Ｐ Ｒ す る と と も に 、

支 援 金 の 増 額 と 対 象 期 間 を 延 長 す る こ と 。  
 

以 上 、 地 方 自 治 法 第 ９ ９ 条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日  
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